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英
國
の
勞
働
問
題
.は
歐
洲
戰
邻
の
爲
め
に
、
意
想
外 

の
影
^

を
藍
つ
て
、
I
其
局
面
k

一
 

大
變
化
を
來
し
た
。
 

戰
哦
が
終
熄
し
た
な
ら
ば
、
總
て
勞
働
上
の
狀
況
は
舊 

狀
R

復
す
る
も
の
、
又
復
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
冬 

の
と
想
像
さ
れ
て
居
つ
れ
"

殊
fc
M

,需
品
法
の
制
定
に

.
第

八

號

s

o

際
し
、
英
國
勞
働
組
<
2が
同
法
の
規
定
^
服
從
す
る
こ 

ビ

、
爲
つ
た
の
は
、
戰
後
^

於
け
る
復
舊
を
條
件
S

し 

た
結
果
で
ぁ
づ
た
。
然
る
k

戰
爭
の
終
熄
し
た
今
日
に 

爲
つ
て
見
る
^

、
：
勞

働

上

の

狀

況

を

戰

前

^
同

じ

や

ぅ 

|
:

に
復
舊
3

せ
る
と
云
ふ
說
は
必
ず
し
も
實
行
さ
れ
な 

|

い
、
：
之
を
實
行
し
な
い
の
は
/
.勞

働

問

題

^

®

す
る
思 

想
の
根
抵
k

大
な
る
動
搖
を
來
;L
^

こ
S

を
以
て
、

一 

個
有
力
な
る
原
因
^

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保
守
を

事
ビ
し
穩
健
.を

旨

ビ

す

る
::
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一
 

部
の
人
々
の
主
張
す
る
勞

.

.

.

\
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委

員

會

制

度

や

、
：：急
.進
を
標
.榜
す
る
人
々
の
社
會 

\

改

造

論

め

如

き

は

、
：
戰

豐

则

の

狀

況

^

1!
つ
て
考
へ
れ 

ば
、
何
れ
も
勞
働
開
題
の
現
狀
を
打
破
甘
んw

す
る
も 

の
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

標
題
に
揭
げ
た
ニ
#]
の
*
物
は
何
れ
も
最
近
に
出
版

さ
れ
^

も
の
で
あ
る
。
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wiu<-»nx>.wriniriiniiirnnfmunî iiinitifii■TitiiHiifBtmitn tnrr-i i nnt ~i-_

參 ' 赛

ニ̂ j  ' バ

. ' .  • *iv

7

戈
邮
齡
級
た
る
锾
取
资
及
迅
碴
帅
の
ロ
私
に
泠
十
る
味
贫
^

坍
ら
和
に
し
た
る
1
わ
；
し
て
、
说
阈
屯
代
文
明
の
越
命
^
知
る
力
秘
鍵
な 

高

a

素

之
r

i

 
噸 

O
i
i
i

 

娜
r

n

c

.

k

 

,
, 

®
 

1

r:
r3
L

J

b

先 、3

響

童
 

邏
 

f

l

r

…

.
生

,

_

&!F

m
, 
p
 顯

,
r
u 
ル

,

四
：六

.:
-

|

|
 

n

 

r 

-
赚
'
 

,

严

£
1
1

 

f

i
 

\

, 一
 

M
ぶ
總
ク3
、1
ス

|

 

釋1

1

 k

 

b

 

I
f
f
t
J

 1

B

 

一，y

L
 一一
 

衾

I 】 I

f 曼

I ;

L例 o 卿

f _ n

jc s

泣

r

i M z

i f ^

が ..*1 j y  ^

成

麻

W

錢

送

料

dn
，' w
，.ぬ '

J

r

f

e

-

S

,

M
L

 

I

I

水
镨
の
‘目
的
は
社
會
瓔
上
の
铙
織
を
肾
執̂
^

^

^

^

—

^
點
に
が
る
り
故
に
砒
會
狀
逵
の̂
に
參
與
せ
ん
ふ
す
名
酕
镦
^
る
鉼
界
に
は
撖
く
て 

な
ら
ぬ
智
識
的
武
器
で
も
る
。
之
れ
な

『

社
會
主
1

昝
擊』

^
題
す
ろ
所
以
は‘、
本
#

の
掠
满
者
'ア
J

サ
I
、ぃ
げd

,

イ
ス
氏
が
来
國一

流
の
社 

僉
主
^

-
祗
で
ぁ
4

本
辑
^
通
じ
て
，办
蕃
淞
の
，立
墩
狀
マ
ル
ク
ス
主
筏
|1
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i

赏
し
て
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飽
を
調
®

し
た
結
果
V」

敬
表
し
れ
次
策
で
ぁ
る
。
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戰
爭
前
に
行
は
れ
た
勞
働
立
法
の
一
斑
か
ら
、
a

い
て 

開
戰
當
時
の
狀
態
に
及
.び
、
以
下
數
章
に
分
つV

、

戰 

時
勞
働
上
に
起
つ
た
'、諸
問
題
に
論
及
し
、
最
後
0.
一一 
寧 

fc
於
.て「

產
業
的
不
安」

と
-
ir
業
的
改
&」

.の

. 一一l
a
K̂J
を 

取
扱
づ
て
居
る
。
著
者
は
事
實
を
弗
易
に
、
又
詳
細
に 

叙
述
す
る
Z.
S

を
主 

<
し
、
議
論
を
避
け
や
ぅ
ビ
す
る 

傾
が
見
へ
る
が
、
其
れ
に
し
て
も
全
體
の
調
子
は
餘
程 

苯
新
的
風
潮
に
支
配
さ
れ
て
居
る
。
勞
働
黨
の
四
大
綱 

領
を
評
し
て「

勞
働
熬
の
耍
求
す
る
所
は
戰
前
R

殆
ど 

多
數
の
A

R

の
考
に
上
ら
な
か
つ
た
社
會
主
義
的
S

督 

を
承
認
す
る
む
就
て
、
.
强
耍
さ
れ
な
か
つ
た
國
民
に
取 

9

て
は
、
餘
b

•急

進

的

のも
の

と

も

思
は
れ
な
い
。
政 

府
の
璐
督
の
成
功
し
た
限
度
に
應
じ
て
ヽ
其
繼
緻
3

れ 

可
き
は
勿
識
で
ぁ
つ
て
、
戰
前
英
國
R

緖
を
開
い
た
國 

民
.の
生
活
狀
態
を
改
善
す
る
運
動
，は
：決
し
て
戰
爭
中
^
 

起
つ
れ
事
實
の
爲
め
に
、
其
勢
を
.殺
が
れ
る
も
の
で
な

S
J

 

V
J

云
つ
た
こV

し
の
，如
き
、
自
ら
ぐ
ム
モ
ゾ

ド
氏
自 

身
の
立
場
を
明
に
し
た
も
0

ど
云
へ
や
ぅ
。
然
し
戦
時 

英
國

U

行
は
れ
れ
勞
働
立
法
ゃ
、
同
國
k

起
つ
"た
勞
働 

上
の
事
實
に
就
て
は
、
旣
刊
の
#

龉
例
へ
ば
力
1

力
 ̂

j

デ
牛
丨
氏
編
の
n

a

#

、
.
產
業
幷
に
勞
猶」

^

述
べ
：，ら
れ 
\

た
も
の
以
上
に
及
ん
で
居
る
ビ
は
認
め
ら
れ
な
い
';
0 

—

ヶ
ー
ッ
グ
ク
グ
リ
ー
ソ
ン
兩
现
が
免
柯
な
る
人
で
ぁ 

る
か
、
私

は

寡

聞

に

し

て

之

を

知

る

を

得

な

，い
、こ
ビ
を 

I

遺
慽W

す
る
0
.然
し
兩
氏
山
新
著
は
.
一
言
で
要
領
を
述 

\

ベ
；れ

ば

、
勞

働

者0
支

配

を

基

礎

ど

す

る

新

.社

會

を
«
 

\

哎

し

や

ぅvj

す
る
：の
で
，ぁ

つ

て

、
諸

方

面

か

ら

此

問

M
 

I

を
論
じ
て
罟
る
.
0勞
働
黨
の
宣
言
、
決
議
、
重
な
る
黨
W
 

の
言
論
が
議
論
の
要
處
に
引
抄
3

れ
て
、
談
者
に
深
ぃ 

感
典
を
與
へ
る
。
附
錄
十S

編
中
の
多
く
も
、
外
國
人 

に
妓
一
寸
得
難S

文
嘗
ビ
し
て
、

一
鑛
の
價
値
が
ぁ
る
. 

.

.
こ

艺
を
信
す
る
。
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